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(57)【要約】　      （修正有）
【課題】構造が簡単で、駆動装置が正回転と逆回転する 
必要がなく操作が便利な扇風機を提供する。
【解決手段】駆動装置(51)と、この駆動装置(51)の可動 
端に接続される伝動具(52)と、伝動具(52)に回転可能に 
接続される第１歯付部材(53)と、第１歯付部材(53)に噛 
み合う第２歯付部材(54)とを含む回転機構を開示する。 
また、底座(1)と、扇風機本体と、底座(1)と扇風機本体 
との間に設けられる上記の回転機構とを含む扇風機をさ 
らに提供する。駆動装置(51)が伝動具(52)を一方向へ回 
転させた後、第１歯付部材(53)と第２歯付部材(54)との 
噛合により底座(1)に対する扇風機本体の正回転と逆回 
転が実現される。
【選択図】図３

審査請求　有　請求項の数　10　　ＯＬ　（全8頁）
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 駆 動 装 置 と 、 前 記 駆 動 装 置 の 可 動 端 に 接 続 さ れ る 伝 動 具 と 、 前 記 伝 動 具 に 回 転 可 能 に 接  
続 さ れ る 第 １ 歯 付 部 材 と 、 前 記 第 １ 歯 付 部 材 に 噛 み 合 う 第 ２ 歯 付 部 材 と を 含 む 回 転 機 構 で  
あ っ て 、
　 前 記 駆 動 装 置 が 自 由 状 態 に あ り か つ 前 記 第 ２ 歯 付 部 材 が 固 定 状 態 に あ る 場 合 、 前 記 駆 動  
装 置 は 、 前 記 伝 動 具 を 回 転 さ せ る こ と で 前 記 第 １ 歯 付 部 材 を 回 転 さ せ る と と も に 、 前 記 伝  
動 具 を 介 し て 前 記 駆 動 装 置 を 前 記 第 ２ 歯 付 部 材 に 対 し て 正 回 転 と 逆 回 転 を さ せ る こ と が で  
き 、
　 前 記 駆 動 装 置 が 固 定 状 態 に あ り か つ 前 記 第 ２ 歯 付 部 材 が 自 由 状 態 に あ る 場 合 、 前 記 駆 動  
装 置 は 、 前 記 伝 動 具 を 回 転 さ せ る こ と で 前 記 第 １ 歯 付 部 材 を 移 動 さ せ 、 ひ い て は 前 記 第 ２  
歯 付 部 材 を 正 回 転 と 逆 回 転 を さ せ る こ と が で き る こ と を 特 徴 と す る 、 回 転 機 構 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 第 １ 歯 付 部 材 は ラ ッ ク で あ り 、 前 記 第 ２ 歯 付 部 材 は 前 記 ラ ッ ク に 噛 み 合 う ギ ア で あ  
る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 回 転 機 構 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 回 転 機 構 は 、 ホ ル ダ を さ ら に 含 み 、 前 記 ラ ッ ク は 、 そ の 長 さ 方 向 に 沿 っ て 摺 動 溝 が  
開 設 さ れ 、 前 記 ホ ル ダ に は 、 前 記 ラ ッ ク と 前 記 ギ ア が 常 に 噛 合 状 態 を 維 持 す る よ う に 前 記  
摺 動 溝 が 挿 入 さ れ る 突 出 柱 が 設 け ら れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 回 転 機 構 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 ラ ッ ク の 直 線 運 動 の 長 さ を Ｌ 、 前 記 ギ ア の ピ ッ チ 円 の 周 長 を Ｃ と す る と 、
　 ０ ＜ Ｌ ／ Ｃ ＜ １ で あ る 場 合 、 前 記 第 ２ 歯 付 部 材 に 対 す る 前 記 駆 動 装 置 の 回 転 角 度 又 は 前  
記 第 ２ 歯 付 部 材 の 回 転 角 度 は ３ ６ ０ 度 未 満 で あ り 、
　 Ｌ ／ Ｃ ＝ １ で あ る 場 合 、 前 記 第 ２ 歯 付 部 材 に 対 す る 前 記 駆 動 装 置 の 回 転 角 度 又 は 前 記 第  
２ 歯 付 部 材 の 回 転 角 度 は ３ ６ ０ 度 で あ り 、
　 Ｌ ／ Ｃ ＞ １ で あ る 場 合 、 前 記 第 ２ 歯 付 部 材 に 対 す る 前 記 駆 動 装 置 の 回 転 角 度 又 は 前 記 第  
２ 歯 付 部 材 の 回 転 角 度 は ３ ６ ０ 度 を 超 え る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 回 転 機 構  
。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 伝 動 具 は 、 ク ラ ン ク で あ り 、 前 記 ク ラ ン ク の 一 端 は 、 前 記 駆 動 装 置 の 可 動 端 に 接 続  
さ れ 、 前 記 ク ラ ン ク の 他 端 は 、 前 記 ラ ッ ク に ヒ ン ジ 接 続 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項  
２ に 記 載 の 回 転 機 構 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 駆 動 装 置 は モ ー タ で あ り 、 前 記 ク ラ ン ク の 一 端 は 、 前 記 モ ー タ の 出 力 軸 に 外 嵌 し て  
接 続 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ５ に 記 載 の 回 転 機 構 。
【 請 求 項 ７ 】
　 底 座 と 、 扇 風 機 本 体 と 、 前 記 底 座 と 前 記 扇 風 機 本 体 と の 間 に 設 け ら れ る と と も に 前 記 扇  
風 機 本 体 を 前 記 底 座 に 対 し て 回 転 さ せ る た め の 請 求 項 １ か ら ６ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 回  
転 機 構 と を 含 む こ と を 特 徴 と す る 、 扇 風 機 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 扇 風 機 本 体 は 、 前 記 底 座 に 前 記 底 座 を 覆 っ て 設 け ら れ る 上 蓋 と 、 前 記 上 蓋 に 接 続 さ  
れ る ハ ウ ジ ン グ と 、 前 記 ハ ウ ジ ン グ に 設 け ら れ る ヘ ッ ド 部 と を 含 み 、 前 記 駆 動 装 置 は 、 前  
記 上 蓋 に 接 続 さ れ 、 前 記 第 ２ 歯 付 部 材 は 、 前 記 底 座 に 接 続 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求  
項 ７ に 記 載 の 扇 風 機 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 上 蓋 と 前 記 底 座 と の 間 に は 、 第 １ 収 容 空 間 が 形 成 さ れ 、 前 記 伝 動 具 、 前 記 第 １ 歯 付  
部 材 及 び 前 記 第 ２ 歯 付 部 材 は 、 い ず れ も 前 記 第 １ 収 容 空 間 内 に 位 置 す る こ と を 特 徴 と す る  
、 請 求 項 ８ に 記 載 の 扇 風 機 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 上 蓋 の 頂 部 に は 、 前 記 ハ ウ ジ ン グ を 収 容 し て 固 定 す る た め の 取 付 溝 が 設 け ら れ 、 前  
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記 取 付 溝 に は 、 前 記 駆 動 装 置 を 取 り 付 け る た め の 取 付 部 位 が 設 け ら れ 、 前 記 ハ ウ ジ ン グ の  
内 部 に は 、 第 ２ 収 容 空 間 が 設 け ら れ 、 前 記 駆 動 装 置 は 、 前 記 第 ２ 収 容 空 間 内 に 位 置 す る こ  
と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ８ に 記 載 の 扇 風 機 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 家 電 技 術 分 野 に 関 し 、 具 体 的 に は 回 転 機 構 及 び そ れ を 有 す る 扇 風 機 に 関 す る  
。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 現 在 、 市 販 さ れ て い る 回 転 扇 風 機 は 、 ほ と ん ど 時 計 回 り に 特 定 の 角 度 だ け 回 転 し た 後 、  
モ ー タ の 逆 回 転 に よ り 扇 風 機 の 逆 回 転 を 駆 動 す る 必 要 が あ る 。 し か し な が ら 、 モ ー タ の 頻  
繁 な 正 回 転 と 逆 回 転 は 、 そ の 使 用 寿 命 に 影 響 を 与 え 、 信 頼 性 を 低 下 さ せ る 可 能 性 が あ る 。  
ま た 、 こ の よ う な 回 転 方 式 は 、 モ ー タ の 制 御 精 度 に 対 す る 要 求 も 高 い た め 、 比 較 的 面 倒 で  
あ る 。
【 発 明 の 概 要 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 従 来 技 術 の 上 記 欠 陥 を 克 服 す る た め に 、 本 発 明 は 、 回 転 機 構 及 び そ れ を 有 す る 扇 風 機 を  
提 供 す る 。 そ の 回 転 機 構 中 の 駆 動 装 置 は 、 伝 動 具 を 一 方 向 の み に 沿 っ て 回 転 さ せ れ ば 、 底  
座 に 対 す る 扇 風 機 本 体 の 正 回 転 と 逆 回 転 を 実 現 す る こ と が で き 、 構 造 が 簡 単 で 、 駆 動 装 置  
が 正 回 転 と 逆 回 転 を す る 必 要 が な く 、 操 作 が 便 利 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 上 記 の 問 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 は 、 以 下 の 技 術 的 手 段 を 採 用 す る 。
　 駆 動 装 置 と 、 前 記 駆 動 装 置 の 可 動 端 に 接 続 さ れ る 伝 動 具 と 、 前 記 伝 動 具 に 回 転 可 能 に 接  
続 さ れ る 第 １ 歯 付 部 材 と 、 前 記 第 １ 歯 付 部 材 に 噛 み 合 う 第 ２ 歯 付 部 材 と を 含 む 回 転 機 構 で  
あ っ て 、
　 前 記 駆 動 装 置 が 自 由 状 態 に あ り か つ 前 記 第 ２ 歯 付 部 材 が 固 定 状 態 に あ る 場 合 、 前 記 駆 動  
装 置 は 、 前 記 伝 動 具 を 回 転 さ せ る こ と で 前 記 第 １ 歯 付 部 材 を 回 転 さ せ る と と も に 、 前 記 伝  
動 具 を 介 し て 前 記 駆 動 装 置 を 前 記 第 ２ 歯 付 部 材 に 対 し て 正 回 転 と 逆 回 転 を さ せ る こ と が で  
き 、
　 前 記 駆 動 装 置 が 固 定 状 態 に あ り か つ 前 記 第 ２ 歯 付 部 材 が 自 由 状 態 に あ る 場 合 、 前 記 駆 動  
装 置 は 、 前 記 伝 動 具 を 回 転 さ せ る こ と で 前 記 第 １ 歯 付 部 材 を 移 動 さ せ 、 ひ い て は 前 記 第 ２  
歯 付 部 材 を 正 回 転 と 逆 回 転 を さ せ る こ と が で き る 、 回 転 機 構 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 さ ら に 、 前 記 第 １ 歯 付 部 材 は ラ ッ ク で あ り 、 前 記 第 ２ 歯 付 部 材 は 前 記 ラ ッ ク に 噛 み 合 う  
ギ ア で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 さ ら に 、 前 記 回 転 機 構 は 、 ホ ル ダ を さ ら に 含 み 、 前 記 ラ ッ ク は 、 そ の 長 さ 方 向 に 沿 っ て  
摺 動 溝 が 開 設 さ れ 、 前 記 ホ ル ダ に は 、 前 記 ラ ッ ク と 前 記 ギ ア が 常 に 噛 合 状 態 を 維 持 す る よ  
う に 前 記 摺 動 溝 が 挿 入 さ れ る 突 出 柱 が 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 さ ら に 、 前 記 ラ ッ ク の 直 線 運 動 の 長 さ を Ｌ 、 前 記 ギ ア の ピ ッ チ 円 の 周 長 を Ｃ と す る と 、
　 ０ ＜ Ｌ ／ Ｃ ＜ １ で あ る 場 合 、 前 記 第 ２ 歯 付 部 材 に 対 す る 前 記 駆 動 装 置 の 回 転 角 度 又 は 前  
記 第 ２ 歯 付 部 材 の 回 転 角 度 は ３ ６ ０ 度 未 満 で あ り 、
　 Ｌ ／ Ｃ ＝ １ で あ る 場 合 、 前 記 第 ２ 歯 付 部 材 に 対 す る 前 記 駆 動 装 置 の 回 転 角 度 又 は 前 記 第  
２ 歯 付 部 材 の 回 転 角 度 は ３ ６ ０ 度 で あ り 、
　 Ｌ ／ Ｃ ＞ １ で あ る 場 合 、 前 記 第 ２ 歯 付 部 材 に 対 す る 前 記 駆 動 装 置 の 回 転 角 度 又 は 前 記 第  
２ 歯 付 部 材 の 回 転 角 度 は ３ ６ ０ 度 を 超 え る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 さ ら に 、 前 記 伝 動 具 は 、 ク ラ ン ク で あ り 、 前 記 ク ラ ン ク の 一 端 は 、 前 記 駆 動 装 置 の 可 動  
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端 に 接 続 さ れ 、 前 記 ク ラ ン ク の 他 端 は 、 前 記 ラ ッ ク に ヒ ン ジ 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 さ ら に 、 前 記 駆 動 装 置 は モ ー タ で あ り 、 前 記 ク ラ ン ク の 一 端 は 、 前 記 モ ー タ の 出 力 軸 に  
外 嵌 し て 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 第 ２ 態 様 で は 、 底 座 と 、 扇 風 機 本 体 と 、 前 記 底 座 と 前 記 扇 風 機 本 体 と の  
間 に 設 け ら れ る と と も に 前 記 扇 風 機 本 体 を 前 記 底 座 に 対 し て 回 転 さ せ る た め の 前 記 回 転 機  
構 と を 含 む 扇 風 機 が 提 供 さ れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 さ ら に 、 前 記 扇 風 機 本 体 は 、 前 記 底 座 に 前 記 底 座 を 覆 っ て 設 け ら れ る 上 蓋 と 、 前 記 上 蓋  
に 接 続 さ れ る ハ ウ ジ ン グ と 、 前 記 ハ ウ ジ ン グ に 設 け ら れ る ヘ ッ ド 部 と を 含 み 、 前 記 駆 動 装  
置 は 、 前 記 上 蓋 に 接 続 さ れ 、 前 記 第 ２ 歯 付 部 材 は 、 前 記 底 座 に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 さ ら に 、 前 記 上 蓋 と 前 記 底 座 と の 間 に は 、 第 １ 収 容 空 間 が 形 成 さ れ 、 前 記 伝 動 具 、 前 記  
第 １ 歯 付 部 材 及 び 前 記 第 ２ 歯 付 部 材 は 、 い ず れ も 前 記 第 １ 収 容 空 間 内 に 位 置 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 さ ら に 、 前 記 上 蓋 の 頂 部 に は 、 前 記 ハ ウ ジ ン グ を 収 容 し て 固 定 す る た め の 取 付 溝 が 設 け  
ら れ 、 前 記 取 付 溝 に は 、 前 記 駆 動 装 置 を 取 り 付 け る た め の 取 付 部 位 が 設 け ら れ 、 前 記 ハ ウ  
ジ ン グ の 内 部 に は 、 第 ２ 収 容 空 間 が 設 け ら れ 、 前 記 駆 動 装 置 は 、 前 記 第 ２ 収 容 空 間 内 に 位  
置 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 以 上 の こ と か ら 、 本 発 明 の 回 転 機 構 及 び そ れ を 有 す る 扇 風 機 で は 、 駆 動 装 置 が 伝 動 具 を  
一 方 向 へ 回 転 さ せ る 際 に 、 第 １ 歯 付 部 材 と 第 ２ 歯 付 部 材 と の 噛 合 に よ り 底 座 に 対 す る 扇 風  
機 本 体 の 正 回 転 と 逆 回 転 が 実 現 さ れ 、 構 造 が 簡 単 で 、 駆 動 装 置 に 対 す る 制 御 要 求 が 比 較 的  
低 く 、 駆 動 装 置 が 正 回 転 と 逆 回 転 す る 必 要 が な い た め 、 操 作 が 便 利 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ５ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 扇 風 機 の 構 造 模 式 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 扇 風 機 の 分 解 模 式 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ２ の 別 の 視 点 か ら の 構 造 模 式 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 扇 風 機 の 底 座 を 取 り 外 し た 後 の 構 造 模 式 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 扇 風 機 中 の 回 転 機 構 の 構 造 模 式 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 扇 風 機 中 の 回 転 機 構 の 分 解 模 式 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 よ り 良 好 に 理 解 及 び 実 施 す る た め に 、 以 下 、 本 発 明 の 実 施 例 の 図 面 を 参 照 し な が ら 、 本  
発 明 の 実 施 例 の 技 術 的 手 段 を 明 確 且 つ 完 全 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 の 説 明 に お い て 、 「 上 」 、 「 下 」 、 「 前 」 、 「 後 」 、 「 左 」 、 「 右 」 、 「 鉛 直 」  
、 「 水 平 」 、 「 頂 」 、 「 底 」 「 内 」 、 「 外 」 な ど の 用 語 に よ り 示 さ れ る 方 向 又 は 位 置 関 係  
は 、 図 面 に 基 づ く 方 向 又 は 位 置 関 係 で あ り 、 本 発 明 を 説 明 し 、 説 明 を 簡 素 化 す る た め の も  
の に 過 ぎ ず 、 而 不 是 指 示 或 暗 示 示 さ れ る 装 置 又 は 素 子 が 必 ず 特 定 の 方 向 を 有 し 、 特 定 の 方  
向 で 構 成 及 び 操 作 し な け れ ば な ら な い こ と を 示 し た り 暗 示 し た り す る も の で は な い た め 、  
本 発 明 を 限 定 す る も の と 理 解 さ れ る べ き で は な い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 別 段 の 定 義 が な い 限 り 、 本 明 細 書 で 使 用 さ れ る 全 て の 技 術 及 び 科 学 的 用 語 は 、 当 業 者 が  
一 般 的 に 理 解 し て い る 意 味 と 同 じ で あ る 。 本 明 細 書 で 使 用 さ れ る 用 語 は 、 特 定 の 実 施 例 を  
説 明 す る こ と の み を 目 的 と し て お り 、 本 発 明 を 限 定 す る こ と を 意 図 す る も の で は な い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 １ － 図 ６ を 参 照 さ れ た い 。 本 発 明 は 、 底 座 １ と 、 扇 風 機 本 体 と 、 底 座 １ と 扇 風 機 本 体  
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と の 間 に 設 け ら れ る と と も に 扇 風 機 本 体 を 底 座 １ に 対 し て 回 転 さ せ る た め の 回 転 機 構 ５ と  
を 含 む 扇 風 機 を 提 供 す る 。 具 体 的 に は 、 こ の 扇 風 機 本 体 は 、 底 座 １ に 底 座 １ を 覆 っ て 設 け  
ら れ る 上 蓋 ２ と 、 上 蓋 ２ に 接 続 さ れ る ハ ウ ジ ン グ ３ と 、 ハ ウ ジ ン グ ３ に 設 け ら れ る ヘ ッ ド  
部 ４ と を 含 む 。 前 記 上 蓋 ２ と 底 座 １ と の 間 に は 第 １ 収 容 空 間 が 形 成 さ れ 、 前 記 ハ ウ ジ ン グ  
３ の 内 部 に は 第 ２ 収 容 空 間 が 形 成 さ れ る 。 前 記 回 転 機 構 ５ は 、 駆 動 装 置 ５ １ 、 駆 動 装 置 ５  
１ の 可 動 端 に 接 続 さ れ る 伝 動 具 ５ ２ と 、 伝 動 具 ５ ２ に 回 転 可 能 に 接 続 さ れ る 第 １ 歯 付 部 材  
５ ３ と 、 第 １ 歯 付 部 材 ５ ３ に 噛 み 合 う 第 ２ 歯 付 部 材 ５ ４ と を 含 む 。 前 記 駆 動 装 置 ５ １ は 、  
上 蓋 ２ に 取 り 付 け ら れ る と と も に 第 ２ 収 容 空 間 内 に 位 置 す る 。 前 記 伝 動 具 ５ ２ 、 第 １ 歯 付  
部 材 ５ ３ 及 び 第 ２ 歯 付 部 材 ５ ４ は 、 い ず れ も 第 １ 収 容 空 間 内 に 位 置 し 、 上 記 第 ２ 歯 付 部 材  
５ ４ は 、 底 座 １ に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 実 施 例 に お い て 、 上 記 駆 動 装 置 ５ １ は モ ー タ で あ り 、 上 記 伝 動 具 ５ ２ は ク ラ ン ク で あ  
り 、 前 記 第 １ 歯 付 部 材 ５ ３ は ラ ッ ク で あ り 、 前 記 第 ２ 歯 付 部 材 ５ ４ は ギ ア で あ る 。 前 記 ク  
ラ ン ク は 、 一 端 が モ ー タ の 出 力 軸 に 外 嵌 し て 設 け ら れ 、 他 端 が ラ ッ ク の 端 部 に ヒ ン ジ 接 続  
さ れ る 。 前 記 ラ ッ ク と ギ ア は 噛 み 合 う 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ の よ う に し て 、 扇 風 機 の 底 座 １ が 机 の 上 に 置 か れ る と 、 底 座 １ は 固 定 さ れ 、 即 ち 、 ギ  
ア は 固 定 （ 回 転 し な い ） 状 態 に あ る 。 ラ ッ ク と ギ ア が 噛 み 合 う た め 、 モ ー タ を 起 動 し た 後  
、 モ ー タ の 出 力 軸 は ク ラ ン ク を 回 転 さ せ る こ と で ラ ッ ク を 回 転 さ せ る 。 こ の 場 合 、 ラ ッ ク  
は 、 ク ラ ン ク を 介 し て モ ー タ を ギ ア に 対 し て 正 回 転 と 逆 回 転 さ せ る 。 こ れ に よ っ て 、 扇 風  
機 本 体 は 、 底 座 １ に 対 し て 正 回 転 と 逆 回 転 す る 。 同 時 に 、 モ ー タ 及 び 扇 風 機 本 体 は 全 体 と  
し て 底 座 １ に 対 し て 回 転 す る た め 、 電 源 コ ー ド が 絡 ま る な ど の 問 題 が な い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 他 の 実 施 例 に お い て 、 他 の 設 置 で あ っ て も よ い 。 即 ち 、 モ ー タ を 底 座 １ に 取 り 付 け 、 ギ  
ア を 上 蓋 ２ に 接 続 す る 。 こ の よ う に し て 、 扇 風 機 の 底 座 １ が 机 の 上 に 置 か れ る と 、 底 座 １  
上 の モ ー タ は 固 定 状 態 に あ り 、 対 応 の ギ ア は 自 由 状 態 に あ る 。 こ れ に よ っ て 、 モ ー タ を 起  
動 し た 後 、 モ ー タ の 出 力 軸 は ク ラ ン ク を 回 転 さ せ る こ と で こ の ラ ッ ク を 前 後 移 動 さ せ る 。  
ラ ッ ク と ギ ア が 噛 み 合 う た め 、 ギ ア を 正 回 転 と 逆 回 転 さ せ る こ と が で き る 。 こ れ に よ っ て  
、 扇 風 機 本 体 は 、 底 座 １ に 対 し て 正 回 転 と 逆 回 転 す る こ と が で き る 。 し か し 、 こ の 実 施 形  
態 に お い て 、 モ ー タ が 固 定 で 動 か な い た め 、 モ ー タ の 電 源 コ ー ド は 絡 ま り や す い 。 な お 、  
電 源 コ ー ド の 配 線 は 、 本 発 明 の 特 許 請 求 の 範 囲 に 属 す る も の で は な い た め 、 こ こ で 説 明 を  
省 略 す る 。 つ ま り 、 上 記 の 設 置 方 式 に よ っ て も 底 座 １ に 対 す る 扇 風 機 本 体 の 正 回 転 と 逆 回  
転 を 実 現 で き る た め 、 こ こ で は 制 限 さ れ な い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 こ の よ う に し て 、 本 発 明 の 扇 風 機 を 使 用 す る 場 合 、 そ の 駆 動 装 置 ５ １ は 、 伝 動 具 ５ ２ を  
一 方 向 へ 回 転 さ せ た 後 、 第 １ 歯 付 部 材 ５ ３ と 第 ２ 歯 付 部 材 ５ ４ と の 噛 み 合 い に よ り 、 底 座  
１ に 対 す る 扇 風 機 本 体 の 正 回 転 と 逆 回 転 が 実 現 さ れ る 。 構 造 が 簡 単 で あ る だ け で な く 、 駆  
動 装 置 ５ １ に 対 す る 制 御 要 求 は 比 較 的 低 く 、 駆 動 装 置 ５ １ が 正 回 転 と 逆 回 転 す る 必 要 が な  
く 、 操 作 が 便 利 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 本 実 施 例 に お い て 、 上 蓋 ２ の 頂 部 に は 、 ハ ウ ジ ン グ ３ を 収 容 し て 固 定 す る た め の 取 付 溝  
２ １ が 開 設 さ れ る 。 こ の 取 付 溝 ２ １ に は 、 モ ー タ を 取 り 付 け る た め の 取 付 部 位 ２ ２ が 開 設  
さ れ る 。 こ の 取 付 部 位 ２ ２ に は 、 モ ー タ 出 力 軸 が 通 過 可 能 な 貫 通 孔 ２ ２ １ が 開 設 さ れ る 。  
上 蓋 ２ の 底 部 の 中 心 に は 、 取 付 柱 ２ ３ が 突 出 し て 設 け ら れ る 。 前 記 ギ ア は 、 取 付 柱 ２ ３ に  
外 嵌 さ れ る 。 前 記 ギ ア の 底 部 は 、 そ の 円 周 方 向 に 沿 っ て 複 数 の 係 止 ブ ロ ッ ク ５ ４ １ が 設 け  
ら れ る 。 前 記 底 座 １ の 中 心 に は 、 係 止 孔 １ １ が 開 設 さ れ る 。 こ の 係 止 孔 １ １ は 、 そ の 円 周  
方 向 に 沿 っ て 係 止 ブ ロ ッ ク ５ ４ １ に 係 合 す る 複 数 の 係 止 溝 が 開 設 さ れ る 。 こ れ に よ っ て 、  
前 記 ギ ア と 底 座 １ と の 接 続 が 実 現 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ま た 、 前 記 回 転 機 構 ５ は 、 取 付 柱 ２ ３ に 外 嵌 さ れ る と と も に 上 蓋 ２ と ギ ア と の 間 に 位 置  
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す る ホ ル ダ ５ ５ を さ ら に 含 む 。 前 記 ラ ッ ク は 、 そ の 長 さ 方 向 に 沿 っ て 摺 動 溝 ５ ３ １ が 開 設  
さ れ る 。 ホ ル ダ ５ ５ に は 、 摺 動 溝 ５ ３ １ に 挿 入 さ れ る 突 出 柱 ５ ５ １ が 設 け ら れ る 。 こ れ に  
よ っ て 、 突 出 柱 ５ ５ １ と 摺 動 溝 ５ ３ １ と の 摺 動 係 合 に よ り 、 ラ ッ ク と ギ ア は 常 に 噛 合 状 態  
を 維 持 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 １ － 図 ６ を 再 度 参 照 さ れ た い 。 前 記 ラ ッ ク と ギ ア が 噛 み 合 う た め 、 ク ラ ン ク の 長 さ を  
調 整 す る こ と に よ り ラ ッ ク の 直 線 運 動 の 長 さ を 変 化 さ せ る こ と が で き る 。 ラ ッ ク の 直 線 運  
動 の 長 さ を Ｌ 、 ギ ア の ピ ッ チ 円 の 周 長 を Ｃ と す る と 、 ０ ＜ Ｌ ／ Ｃ ＜ １ で あ る 場 合 、 ギ ア に  
対 す る モ ー タ の 円 運 動 は ３ ６ ０ 度 未 満 で あ り 、 即 ち 、 底 座 １ に 対 す る 扇 風 機 本 体 の 回 転 角  
度 は ３ ６ ０ 度 未 満 で あ り 、 Ｌ ／ Ｃ ＝ １ で あ る 場 合 、 ギ ア に 対 す る モ ー タ の 円 運 動 は ３ ６ ０  
度 で あ り 、 即 ち 、 底 座 １ に 対 す る 扇 風 機 本 体 の 回 転 角 度 は ３ ６ ０ 度 で あ り 、 Ｌ ／ Ｃ ＞ １ で  
あ る 場 合 、 ギ ア に 対 す る モ ー タ の 円 運 動 は ３ ６ ０ 度 を 超 え 、 即 ち 、 底 座 １ に 対 す る 扇 風 機  
本 体 の 回 転 角 度 は ３ ６ ０ 度 を 超 え る 。 こ の よ う に し て 、 ク ラ ン ク の 長 さ を 調 整 す る こ と に  
よ っ て 、 扇 風 機 本 体 の 回 転 角 度 の 調 整 を 実 現 す る こ と が で き る た め 、 比 較 的 簡 単 で 便 利 で  
あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 以 上 の こ と か ら 、 本 発 明 の 回 転 機 構 及 び そ れ を 有 す る 扇 風 機 で は 、 駆 動 装 置 ５ １ が 伝 動  
具 ５ ２ を 一 方 向 へ 回 転 さ せ る 際 に 、 第 １ 歯 付 部 材 ５ ３ と 第 ２ 歯 付 部 材 ５ ４ と の 噛 合 に よ り  
底 座 １ に 対 す る 扇 風 機 本 体 の 正 回 転 と 逆 回 転 が 実 現 さ れ 、 構 造 が 簡 単 で 、 駆 動 装 置 ５ １ に  
対 す る 制 御 要 求 が 比 較 的 低 く 、 駆 動 装 置 ５ １ が 正 回 転 と 逆 回 転 す る 必 要 が な い た め 、 操 作  
が 便 利 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 本 発 明 の 技 術 的 手 段 は 、 上 記 の 実 施 形 態 に 開 示 さ れ た 技 術 的 手 段 に 限 定 さ れ ず 、 上 記 の  
技 術 的 特 徴 を 任 意 に 組 み 合 わ せ た 技 術 的 手 段 も 含 む 。 当 業 者 で あ れ ば 、 本 発 明 の 原 理 か ら  
逸 脱 し な い 限 り 、 複 数 の 改 良 及 び 修 飾 を 行 う こ と が で き 、 こ れ ら に 改 良 及 び 修 飾 は 、 本 発  
明 の 保 護 範 囲 に 含 ま れ る べ き で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 符 号 の 説 明
　 １ 、 底 座 ； １ １ 、 係 止 孔 ； ２ 、 上 蓋 ； ２ １ 、 取 付 溝 ； ２ ２ 、 取 付 部 位 ； ２ ２ １ 、 貫 通 孔  
； ２ ３ 、 取 付 柱 ； ３ 、 ハ ウ ジ ン グ ； ４ 、 ヘ ッ ド 部 ； ５ 、 回 転 機 構 ； ５ １ 、 駆 動 装 置 ； ５ ２  
、 伝 動 具 ； ５ ３ 、 第 １ 歯 付 部 材 ； ５ ３ １ 、 摺 動 溝 ； ５ ４ 、 第 ２ 歯 付 部 材 ； ５ ４ １ 、 係 止 ブ  
ロ ッ ク ； ５ ５ 、 ホ ル ダ ； ５ ５ １ 、 突 出 柱 。
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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